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１．はじめに 
災害時の人命安全の確保の観点より新たな技術開発及

び普及が望まれる。このたび，建築基準法施行令第１１

２条第１項（防火区画に用いる特定防火設備）の規定に

基づく構造として，水幕によって炎を遮る防火設備につ

いての試験方法ならびに評価方法を検討したので報告す

る。 
水幕という従来の固定の区画ではなく水の流れが伴っ

た防火設備を評価するために，加熱炉を用いた性能評価

試験に至るまで各種の予備試験を実施したものである。 
２．試験体 
水幕を形成している部分（以下，「ＷＳ（ウォータース

クリーン）」とする。）と，ＷＳの形成に必要な水噴霧ヘ

ッド，加圧水を輸送する配管及び管継手，水を加圧送水

する加圧送水装置（ポンプ），水源が主たる装置となる。

今回試験を行ったＷＳの仕様を表１に示す。 
表１ ＷＳの仕様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．試験方法 
試験の流れとしては，試験１で装置の仕様確認を行い

試験２で弱点部の確認，試験３で加熱試験を行った。 
（１）試験１ 
主に，水噴霧ヘッドの仕様確認を行う。安定したＷＳを

形成する上で重要になる水噴霧ヘッドの形状・寸法，質

量等を計測し，更にそのヘッドを用いて，決められた水

圧に対する放水量及びヘッド近傍の噴射角度を測定し管

理値内であることを確認する。 
（２）試験２ 
（財）建材試験センターが定めた，「防耐火試験・業務方

法書」に，試験体には弱点部が含まれるようにと謳われ

ている。火災時の高温空気層が天井部に出現することを

考慮に入れＷＳを形成し弱点部の確認を行う。水噴霧ヘ

ッドを取り付けた天井面から，５０㎜，５００㎜，１０

００㎜，１５００㎜の垂直位置で，水噴霧ヘッドの真下

と，水噴霧ヘッド間水平位置での採水量を比較する（採

水試験）。また，同様の位置でＷＳを介しヒーターの人工

熱源と熱放射計を用いて受熱量を測定し，熱放射遮断率

を比較する（熱放射試験）。更に，目視によりＷＳの均一

性，散水量の偏在箇所（弱点部）を確認すると共に，Ｗ

Ｓの最大仕様高さ６ｍでのＷＳの均一性を確認する（外

観観察）。１列配置時の試験状況を写真１に示す。 
              
 
 
 
 

 

写真１ 試験状況（ａ：採水試験，ｂ：熱放射試験） 

（３）試験３ 
加熱炉を使用して１列配置及び２列配置での加熱試験を

実施し裏面温度の測定結果から，遮熱性能の比較を行う。

試験体は，開口部（幅２５００㎜，高さ１５００㎜）を

有するマスク，散水ノズル，給水管，熱電対等を一体的

に配置した散水ボックスにより構成されている。また，

ＷＳは試験２で確認された弱点部を含むものとし，業務

方法書に従った。加熱は，本防火設備の性状より炉内の

温度が９４５℃以上を５分間維持するように制御し，測

定にはＫ熱電対を先端を封じた保護管に入れ，加熱面か

ら１０００㎜離した位置で測定した。裏面温度の測定は，

シース熱電対を用いて測定した。加熱中の炉内圧力は，

加熱面全体の半分以上で正圧となるように調整した。ま

た，加熱中のＷＳの変化について目視により観察した。

試験装置の設置状況を写真２に，試験方法を図１に示す。 
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断面図（側面）         断面図（正面） 

図１ 試験方法図（１列配置時） 

４．試験結果 
（１）試験２ 
表２の試験結果より，１列配置及び２列配置いずれの結

果も天井面近傍の水噴霧ヘッド間に弱点部が出現するこ

とを確認した。目視による観察でも同様の結果が得られ

た。また，高さ６ｍでのＷＳの形成状況は均一に形成さ

れていた。写真３に天井面近傍の弱点部の状況及び高さ

６ｍでの形成状況を示す。 
表２ 試験結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
 
 
 
 

写真３ 天井面近傍のＷＳの 

弱点部（ａ）及び高さ６ｍでのＷＳの状況（ｂ） 

 （２）試験３ 
加熱試験結果を表３に示す。この結果より１列配置（水

噴霧ヘッド間隔３００㎜，水圧１．０MＰａ）での方が不
利な条件であることを確認した。また，１列配置及び２

列配置共に規定値（判定温度）を満足する結果であり最

低水圧の確認も行った。温度測定結果の一部を図２に示

す。加熱試験では，加熱開始後５分から放水を開始し，

放水と同時に裏面温度が急激に下降しＷＳの効果が確認

できた。また，１列配置，２列配置共にＷＳを形成する

位置から少し離れた天井面の温度が高くなったが，判定

温度を下回る結果であり，遮熱性能，遮炎性能を満足す

る結果であった。 
表３ 加熱試験結果 

 
 
 
 
                

 
 
 
 
 
              

                                

 

 
 
 
 
 
 

 

図２ 加熱温度及び裏面温度測定結果（上１列配置，下２列配置） 

５．まとめ 
水幕という水の流れを評価すること，また，水幕形成

というシステムの信頼性が要求されることより，以上の

ように，ＷＳの仕様の確認から始まり，弱点部の確認，

加熱試験による不利な試験体の選定という綿密な試験計

画を立て，性能評価試験（加熱試験）への実施へとなっ

た。ここでは，評価内容を割愛したが実際の評価内容に

は本設備の設置場所，水の確保，水の処理等の注意事項

が含まれてくる。 
最後に，本試験は特殊な試験であるため試験１，試験

２に関しては申請者であるホーチキ株式会社の専用設備

で，試験３については独立行政法人建築研究所の耐火加

熱炉を借用して実施したものである。 
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